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新図書館軌道にのる

同志社大学図占館報 NQ 15.1974.2.1

新図書館の生みの親であった原正教授は,新鮮が落成して諸業務が軌迦に釆ったのを見きわめて館長の職を辞され

た。その骨身を削るような柳苦労と完成に門うての御刷i足を'思いつつ,原前鯨長の御労1削こ心からの感謝を捧げたい。

もちろん,新図書館建設を立案し推進された元学長'名秦教授,同山本浩=.教授,現学長松山義則教授,歴代図書館
長をはじめ,全学あげての熱恵と支持に対しても深ιの謝恵を表さねばならない。またこの計西段階において協力を
惜しまれなかっナこ諸大学図書館当局の佃好愈を,私どもは長く忘れることができない。
12月朋館いらい連日,1200の座席をイ」する各鬨地*は終凹ほぽ満席状態を続け, 1日の利用延人員は平均5,000に

達する盛況である。また開館いらい学内の多くの方々から館運鴬の一屑有効な方策について貴重な御提言をいただい

ているが,学内における図書館に対しての期待の大きさを思い,館員一同感謝しかつ女仟の乘さを痛感している。
大学の研究教育活動の充実のために図書館の呆すべき役割はもとより大きなものであるが,そのために適仞な方策
はどんどん削発し実施されるべきものであろう。館内サーヴィス全般にわたり一厩の劍愆が加えられるべきであろう

し,約40万冊にト.る各学部研究室・名・研究所収蔵の香郷i類との有機的相亙利用や国会凶吉齢や市内外の諸図書館との

相互連繋の強化も枯極的に検吋される必要があろう。各学部設過科目や担.当教疑との迎繋の緊密化によって,図占館

は誥義や演習に対して一廟有効な奉仕をなしうることとなろうし,図書館学の充実や視聴党教育の飛趾的発展も心が

けるべきことであろう。

先年,エルサレムのへブライ大学図醤僻を,山れて,その履小室で今山紀前半最大の考占学的発見のーつであった死
海写本の一部を見たときの感激を,私は今でもまざまざと思い起す。図書館は学問に対する畏敬と感動とを,'山れる
者にいつも与え続ける源であらねばならない。連日真撃に館内諸施設を利用している多くの教師学牛諸氏の姿を見な
がら,、の図冉館が大学の学的{命の重要な一源呆巴して作用しつつあることを.獣い,まことに心強い限りである

(神学部教授)
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図書館の利用と個人の蔵書

同志社に素晴らしい大きな図書館が出来上ったととは実にぎばしいことであり,長い間の学園生活をしている一人
として焼異の眼を見張っている咋今である。わたくしは1934(昭和9)年いらいヨーロッパとアメリカヘ二度づつ,
中国ヘ一度しか行っていないから経験も浅く見聞も狄く,口はぱっ九いことはふぇないけれど,長年外国で研究生活
をした方々とほぽ共通な感想と'思われることは,外国の大学や地方の都市には立派な図書館が多く,その蔵書は驚く
ほど多く,多方面の研究者読書家に利用されていると同時に,個人としての蔵書は日本で想像していたより数少な

いということである。学者と称せられる人びとさえ,日本の学者のように藏ぎは多くないということで,実に意タ"こ
思い驚きもしたものである。わたくしは学生時代にも,社会に出てからも,またとくに学校牛活に這入っても,日本
で相当多くの袈窓な学者・,獣想家・評論家の書斎を見せて貰ったが,その蔵書の多いのに腰を抜かさんぱかりに続い
たものである。学者・,懲想家というものになるのは大変なことだと,思ったし,いまもそう思っている。蔵書一万冊,

二万"などという人は恐らくザラにあることだろう数下柵の藏・占家を人つき合いも,見聞も狄いわたくしでさえも

何人もその名を挙げることができるのは,現在の日本の読当界の常滋であろう。
同志社や東京のいくつかの大学で講義をしたウィスコンシン大学の経済学者のプロンフェンブレンナーさんも,マ
ツクスヴェーバー研究で有名なゲルト(ガース)さんも個人としての書斎の蔵書は意外にすくないのに驚いた。ロン

ドンの南方フォレスト・ヒルで脱論琶した力ール・りンデマン先生は生涯を殆んど大英博物館の1劉書飴で勉学した。図
占館の整備した外国では学者・託書家の勉強とか研究は自家の藏書に頼っていないと思われる。図書鮪利用は学者と
いわず社会一般人に普及しており,そうした長い習憤があるようだ。

これに反し日本では図書館も令国的にみて貧弱であり,少数であり,学校でも社会でも好学の士の勉学の要求を満
たすに足りない。個人の蔵書が増すのは経済的に苦しいが止むを得ぬ趨勢であろう。いま伺志社大学にこの壮麗な大
図書館が開館の運びになったことは実に幸いであり,これが学園の人びとにようて真に有益に利用されるならぱ,恐
らく学園のはつらつとし九新気運が,この図轡鉢を中心として盛り上がることであろう。利用者に熱意が乏しけオぱ
図書館は眠り込んでしまう。図書鯨の充尖と利用は学剛0)恬熱と研究発展のパ'ロメーターとなるであろう。

新図書館に寄せて
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新しい立派な図書飢'が竣1上たことを心からお祝いし,今後長い期闇にわたってその機能が 1・二分に発揮されるこ

とを朔待する。

歴史の小す通り図轡鯨の発催は十・府1力瑞吋寺されている三との強力な"拠である。先史時代の仮悦的な大ウィグル帝

国(正史に現われるウィルグではなし→の首都に存nし六ナアカル1矧井餘は数万の粘 1二板を戚していたが,大洪水に

よって壊滅したといわれる。これは先史研究家の想像として,倫外であるが,メソポタミア(紀元前3000年),ニネヴ

エ(前700年),アテネ(1狗330午)等の図禽鯨については介では遺助、川 1二品により往時をしのぶ外はない。前300年

ごろ創設されたといわれるアレクサンドリア1町古館1訓女占数50刀ないし70万点をもち, 1、度本学全休の蔵書数に匹敵
するものを蔵していナこ古代最大の文j小:であ1,その"」ヰエラストテネスは地球の大きさを計卸しナ・ーとで有名である

が,前47年シーザーとポンペイゥスの獣いの犠牲となってイルしくも焼失した

京都にも伝統ある占社'寺などの保存する多くの文書がある。そのーつであった冷尿1況文庫は 875年H」火によって灰

燧に帰してしまった。他方近術家の文庫である陽明文峨は*町時代から記録に現われるが,応仁の乱には疎開によっ

て難を免がれ,1675年の火災の際にも*い'丁り抜かれ九とのことである。現在は鳴澁了多野にあって20万点の文"を

蔵しているが,それらはまことに貴mな文化的遺産.である犬災人災からこれらを守るのはわれわれの窃めであり,

各所の収戚庫に分散する古文"を堂に集めた大図ι鞭肋ゞ将来京都に建設されることも望ましいと思うその意味か

ら同志社に立派な建物の1矧占鮮めゞ竣τしたことはまことに肖ばしい。

しかしながら図譜鮎の使命は藏谷が 1・'分に活則されることであるのは詣うまでもない。特に若い畔代によく読むべ

きだということを強闘したい。私の,0学1咋代には小溌を胱むことは禁じられていたが,そのためかその時代にひそか
に統んだ小溌はよく覚えている。たとえぱ菊地寛の初期の作品に「小世」という好短籍があるが,獅台は上野図書館

であって,当時の若い人迷が卜野や日比谷の賊冴をどんなによく利用していたかが伺われて而内い。われわれの関書

館はエンサイクロヘディア・アメリカーナにも,1及されている程であるから→本の大叫一、は他に東京,京都,慶応,

早稲胴の名が見える),これをi舌用し発展させるのは同志社人の裟務である。川世」をもう一度統み返す九め新図

書館にはいったところ,中学ι1ιが何人か利用してい九のでたいへんうオしく忠った。西田幾太郎の日記に,「猫でご
ざるを涜む」という一行があるが,哲学者と文学者を猫がとりもつの.ネさてお、,'軟イ、iも鰻太郎も若い時には図書館
をよく利用したことと思われる。湫石がロソドンで苦しみながら文学論」ととり組んでいた時にも,下宿と図書館
を何度も往復したことであろう。「吾ポは猫である」に出てくる立町老梅君は図禽館を小用のためだけに刈用する奇
人であるが,淑石の文明批評約皮肉を乗りこえて,新1凶書鯨が真塾に利用さオることを期待し九い。
終りに住派な建物の建設に尽力されナ・方々に感附しお礼を小し卜げる。
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新しい図智冷'のオープンに相応して,利用上の規則,于・続も変わりまし九ので主な点を

紹介します。

なお別紙「同志社大学通信(竣工記念特集号)」「利用案内」にも施設および利用にっい

て案内しておりますので,あわせてご覧下さい。

閲覧室の案内と利用

( 同志社大学図書館図書利用内規

第1条(利用者)同志社大学図書館(以ド本鮪と

いう)所藏の図書は,同志社ブぐγ敏職員,大学院

学生,学部学生の利用に供する。

2 前項以外の者の利用については,別に定め

る。

第2条(図書)本内蜆にいう図沓・とは,唯行占,

叢書,新剛,雑誌等逐次刊村物,視聴覚資料峻;本

館に所械するすべての資料をいう

第3条(休館日)本飴の休鯨凡は,次のとおりとす

る。

①日励!日

②国民の祝日

(3)国民の祝日がΠ Vf el一あたる場合は,その翌
Π

④俐立記念EI(11刀29日)

⑤基督降処祭 a2月25日)

(6)イ〒,長,冬休暇中の一定期川」

⑦力i打人Π q木日のときはその前日)

ただし,必蟇あるときは.磁Ⅱ辨に開館または休鯨

することがある。

第4条(利用時間)利用時問は,,直常卯Uから21

時までとし,各劇覧宅の刊用及び業務取扱い時川1

は別に定める。

ただし,心製あるとキは,{朋・糾一変史することが

ある。

第5条(利用手続)図谷の利用には,所定の手続

をしなければならない。

第6条(館内閲・冊数)伺塒に剃兇でキる朏数

は,次のとおりとする

I×1 ;"剛 5畑./1く

架 図当 2朏開

雑 ニ}:艇 2 Ⅲ1ノ」く ルじ、

図書参 3 Ⅲ}
^^

その畍数を制限するこただし,,必喫あるときは,

とがある。

第7条(館外貸出冊数)館外n出図禽の冊数及び

期闇は,次のとおりとする。

1裂和48年12月1 .

1.教 員 12冊 3力月以内

員 12冊 1力月以内2.職

3.大学院学昆1 5冊 2週剛以内

4.学部学生 4冊 1週閥以内

ただし,開架門書は,教員,職員,大学院学生に

ついて41畍,2週問以内とする。また,必要ある

ときは,上'忍の冊数及び期闇を変爽することがあ
る。

第8条(延滞処)延淋処逃については,次のと

おりとする。

ω短期延沸

短期延淋とは,貸出図書の返却期日後1力村以内
の延淋のある場合をいう。

短期延i帯が3回に及ぷときは,返却のあった日よ
り10日朋訓;タ杠1川をしない。

②長期延削

長娚延滞とは,貸小図吉の返却期H後1力村以上
の廼滞のある場合をいう。

長期延滞の場Aは,返却のあった日より3カガ
1剖,館外貸1"をしない。

第9条(禁帯出図書)貴玉室図当,同志社資料室

図占,参ぢ図書,新聞,雑は等逐次刊行物及び特

に指定した図当は,負H旻が許可した場合を除き鯨

外貸山をしない。

第10条(紛失・損傷処)図占を紛失,損傷した

ときは,原則として同一の図書をもって弁償する

ものとする。図占により弁償できない場合は,別

に定め71'1辻の釡額の弁償をするものとする。

か償の終らない闇は,鋪長が詐可した場介を除き

訓汐H1川をしない。

第Ⅱ条(閉架書庫への入庫)入坤'できる者は,次
のとおりとする。

W 教職員

同大学拶"'、以.碑!程'14{

い)その他,鮪長の'キ可した名

2 入庫を希望する者は所定の于続をしなけれ

ぱならない。

錦12条(携帯品,所持品)閉架書ル1及び開関式の
鬮覧*等に入るときは,オーバーコート,カバ

ン,バック笘1を才i用し,または都洲1することはで
キない



(刃一ゑ)

ロッカー室 X

学ノセ証提示X1階関軍室利用

名 1室 徴(哉書の枇成,その他)特

第 2 閲覧室 11第31拘覧室とともに1階の各開覧室の延長として設けられ,中庭に而し,落ち着いた雰囲気の開覧室。
一般の1鋤覧机とは異なり, j南とも三方が仕切られていて,照明器具の稜が小棚としても仙えるよう1 犬さオた 針剣'室。利用希望噺はメイン第3閲覧室

AV室・第1~4オーディー^^^^^ー、

開宅準備中。整備でき次第順次開室。時期・利用方法などはその都度掲小。、

オ室・マイクロリーダー室ーーーーーー'

1."。、中子参,、書、牙室、ルD'参考図▲、'豆ヂよ'ヌ充足でき'るよう酉L慮さむていまぢb 利用者が11气接当条ら、を取り出して刈用できます。開架閲覧室

雑誌・参考図書室 レワアレンスカウンター J立

百科事典,各種専門事典,名国悟辞典,年鑑,統計脊,白書, 仙1七,人名事典,地名辞典,地1刈,譜誌・索引,加除式の広令集.判例集, J I S<参考図書> (日本1〔葉規格テなど;加架式"(室昇久の持1"しは不司)'
利用の多い一般雑誌と苛'倆雑誌の新署靴誌を展小開架式(釜外への持出しは小川)既十"ゾ(バックナンバー)およびそのほかの所蔵する雑誌,く雑 誌>

、 1 、十、_f室、1..、、.,,エツ才'(持ちIL泊る良のは.,凶欝J雑ミ0、壽n.妾)、3 川以内と"仁点べ)メインカウンター

(館内閲図書の返却〕

開架閲艶室^使用済の図習は,「返却

棚」に返却して下さい。

雑誌・参考図譜察^展示雑誌および参考図沓

は,フじの位椴に必ず戻して

下さい。

閉架図当^閉架図書を蝕内倒覧のま

ま,熊断で図轡を館外へ持

ち出すことはできません。

閉館までに返却して下さ

時間
常)

(特殊資料的なも

ト類をロッカーヘ

妥付カウンタ

(玄関ホール)

10:00

傘立

Ⅱ. 閲 室

Ⅲ.

の 案内

(入館手続〕

玄関ホールを入って左側の旻イ↓カウンター係員に7

生証を提出すれぱ利用することができます

利用上の主な注意事項

閉架図書儒黙馳轟)

ノ'

(1.同志社大学図書飴図書利用内規,Ⅲ.利用上の主な注意事項を参照して下さい

臼階・ 2階閲・室への入室〕 1捫架1剃覧宅,雑誌.

参考図当室,第2 ・第31描覧室等

0持ち込める図書(雑誌を介む)は3 冊以内。メイ

ンカウンターで冊数衷水のしおりを渡します。筆

,i己只,ノート類の持ち込1 は打卜1」ですが,係員に

持物を見せて下さい。

0 その他のカバン, 1、類は,ロッカーへ人れてコ^

下さい。

なお,図書館を利用するときは,大、な所持品.を

預かる場所がありませんので,ロッカーに入る大

きさの所持品だけにして下さい。

Π'泉 コ

文献複写サービス〕

0 曳勺:する文献は,図書館所蔵の図書,雑誌その他

の資料に1製ります。

所定の叶1込'に,謎入し,複写資料(必聾とするぺ

ージの初めと終りに小紙片をはさむ)とともにメ

インカウンターへ砕1し込んで下さい。

0料金は, B 4 1枚 30円です。引き渡しの際に複

(イ)芙術書(主に凶版,絵"' 1収録されている
の)け)報告書国会議録(ト).、・後刻版などの新
訪求はメインカウンターヘ。
新目録(昭和39年4門以降受人れた図ぎ一開架
旧)を備付。

ナ

コ

..→一

舮U

第3閲覧室の利用〕

利用希望者はメインカウンターへ小し込んで下さ

い。学生証と引き換えに座席利用証を兼ねた「座席番

寸章」を渡します。これを身につけて指定番号の座席

を利用して下さい。

(カウンター業務取扱時間〕

通常 10:00~20:45 ただし,下記の時間は,各

開架・参秀図書(いずオも斬自録)以外の請求はメインカウンターヘ。
目録(秀ード)の左側に記叔されている下記の芋項 a~2)は無視して下さい。
1.'自由閲覧室この図吉は出納台では請求できません、

2.、参考図室この図書は参考図書室で見て下さい。ただし逐次刊h物は最新り・のみ、
開架開覧室には自由1剣笠室1,雑誌・参考図害室には参考図譜室と目録(カード)1一表」、されている

ナ

ヨヨ゛

形C

閲

~21:00

ロッカーの使用

0 使用で曳るのは,1階・ 21砦1姻覧宰の利用者に限

W旧,京都,毎日,日経,サンケイ,読
学新1削,日泳読昔薪聞などを随時展不。
開覧机は遮蔽板で区釖られ自習に最適。

ロビー風のくつろいだ雰囲気の閲覧室で,グループの研究資料作成などに活用すると夬利。

ます。

ロッカーの数に1製りがありますのでグループで利

用される場介はできるだけ共同で使用して下さ

い

0 ロッカーには現金や貴埀吊.は入れないようにして

一部子層に夲っていて第1読.品う習に適してします。通'陌地階より出人りできますか,'試験期など図書の利用が泳しくなる期問は,

)(ロ)質料類 U付只丈,地誌,諸統計,仕令某・判例集etc)いル也侠げ烈二)個人全集
_ポ図書および旧目1条1叉1讐のどゞ部。

.参考凶ぎも含まれている),川目録(昭和39年3村以前に叉入れた図書),雑誌.新聞目録(灯.

0鍵は各肉で貞任を持って所持し,鯨外への持ち出

しはしないで下さい。カ',鍵を紛欠したときは

心ちに届け 11て下さい。見つからない場合は,相

汽のプf償 1>を微収します。

0 ロッカー内琴ナ点検しますので,携1井品は,,必ず

持ち1'つて卜さい

もののほかにも多くの図占が挑かれています。

での京都1坂と Mainichi Daily News,Π経盧.業の竺1臼の各新出1をj崖尓。そのほか同志社学牛新聞,早稲田大

々の業務の取扱いを停止します。

Ⅱ:30~12:30 (土帥!日は,12:00~13:00)

図書詐シR,鯨外貸出,文献複写妥付停止

17:00~18:00

図書請求,文献複写受付停止

20:00 以後

文献複写叉付停Ⅱ

20:30 以後

図書詩求叉付停止

20:45 以後

鯨外貸出等一切のカウンター業務停止

傘立の使用〕

1、立を使用できるのは開館時朋中だけに限りま

9:00

~20:00

使用上の注'愈は,ロッカー使用の場合と同じで

開室
(通

10:00

~20:00
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写枚数4枚までは証紙 5枚以上の場介は,出納

'架納入通知票)と引換訊1を提出して下さい既納

の料金は,お返しでキません。

「きあがりf心時拐妥付時間

13:30以後第 1 回 10:00~11:30

14:30以後第2回 12:30~13:30

16:00以後第 3 回 13:30~15:00

第4回 15:00~17
10:30以後ヨ旦日

錦5回 18:00~20

ただし,土岫!日は第1回妥付分のみ当日お渡

しいたします

なお,試験期など, 111込者, 1.11込枚数の多いとキは

できあがり予定時問より遅れることがあります

(図書館外貸出証の再発行〕

図書を紛失したときは,もちろんのこと,貸出証を

紛失したときも直ちに届け出て Fさい。貸H糯正の再発

行は,1週問後に行います

0机上照明のある関覧机を使用したあと必ず消灯の

上退室して下さい。

0下以,サンダル履での入館はできません。

0喫煙は,所定の場所に限ります。また,館内での

飲食はー・切禁止されています。

0 力ーテンの1剛豹の必要なときはメインカウンター

の係員に速絡して下さい。

0非常,緊急の場合は,鯨内各室にインターホー

ン,非'常べルを設置していますので使用して下さ

い。放送その他の方法で係員が指示,または処置

いたします。

0図書館の建物,施設には,一切のa麟氏落書を禁じ

ます。

図書鯨の図書,施設は,公共物でありますから,規

則をまもり,大切に取り扱うて下さい。また,館内で

は係員,掲示の指水に従って下さい。

なお,開館時問,各閲覧室の利用"闇,利用冊数及

ぴ期問など臨時に変更することがありますので,図書

館の各種掲示,案内に注意して下さい。わからないこ

とは遠慮なく係員に尋ねて下さい

果長

(その他

0開覧室,通路,玄関ホール付近では,私'器、淡笑な

ど悼しんで下さい

"新図書館建設にいたるまでの

諸種の事情についで

新図書館建設にいたる道は,長い道程であ「六その長い道程の中には,いろいろのことがあったが,そのなかの

いくつかの*柄について'、れてみたい。

<1>検討体制つにいて

昭和38年に VorieS による最籾の設計案がだされて以来,昭和41年,42年と幾多の設計案乃至は試案がだされ九が

いずれも具現化にはいたらなかった。「幻の司書創U ともいわれたこともあったやに聞いている。

そのような状況の中で,なんとしてでも新図書館を建設せねばとのねは'り強い,粘力的な努力が続けられ,脇和44

年4月には,図書館内に新図沓館建築実行委員会が設けられ,新しい大学図書館の建没と改枯に料子されることとな

ーコ、-0

先ず,問題点をどのようにとらまプ,祁Nし,検'iすをしてゆくかが最初にり・えられた大きな課題であった。新図

時館建築実行委員会としては,全学的地継に立って,学小,敏職員利用者の立場で,図書館員の経験と知識を活用し

て,斬図書館建築に関する諸問題として,つぎのようにと1 士とめた

1.大学図書鯨の在り方

2.図書鮪業務改善の問題

1 実務の能率化と合理化に関する問遡

②図書館サービスの強化に関する問題(レフ・レンスサービス,占髄的サービス, AV関係他)

^
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③収書業務の強化に関する問題

④機械化に関する問題

⑤ 2部の"打題

⑥その他

3 組織の問題

4.基本設計,尖施設計関係の問題

5.設計条件の門題

6.施設の問題

フ.設備の問題

8.澀度,備品の問題

9.管理の問題

10.図吉配椴,移帳;汁画の州題

Ⅱ.その他

b記の諸剛題を'、まえて,ンi凶当鯨建築尖h委員会の、ド部組織として,6つのも題別フロジェクトチームを編成

し,そオぞれの土題刎に検"を開姑したのである。

フロジ.クトチームの名称と検肘項目は次の通りである。

弟1グルーフ(庶務,整理, 1'U'篭関係)

第2 グループ(雑誌, AV,バンフレッド享の関係)
第3グループ(収古,上題別関係)

第4グループ(2部関係)

錦5 グルーフ(サービス強化関係)

第6 グループ(施股,設伯,朋度関係)

斬図当館建築実打委員会は,各グループの恵見沸黎並びに次定機関としての役割を持ち,各グループとの有機的関
連を計った。グルーフにも属さないような特定主題については,突行委員会に於いて,専門小委員会,合同グループ
会議等を適宜,丕嘱し,検討を行なってきた。町門小委員会,合伺グループ会議等の名称は,次の通りであっ九。

<専門小委員会>

将来計画小委員会・線織問題小枩員会・又峨襖写小委員会・図書運営協議会小委員会・件名問題小委員会・
書架目録小委員会・粁町統沓室"打題小委員会・編成係の位置付に伴なう問題検討小委員会・自由閲覧室問題
小委員会・開架コーナーノ)類統一小委員会・福利厚生問題小委員会・自習専用室に関する小委員会.書庫調
査問題小委員会・姑搬管理小委員会・新町読禽室図当釖魯実施に関する小委員会・新会計基準実施に伴なう
図書管理検け小委員会・1徐籍問題検'トj小委員会・所蔵表水小委員会・移転計画小委員会・鮪内掲示検討小委
員会・学部文庫検付小委員会・その他

<A同グループ会議>

第2・第5 グループ合同会議(雑誌係とレファレンス係との関係)

鋪4 ・川5 グループ合同会議(2部問題)

第1.第3グループ合同会議(図書運営協議会関係)

染2・第6グループ合同会議(AV機器関係)

斬町胱当・室問題小委員会

1胴那1捌架コーナー分類統一・小蚕貞会

選ぎ関係グノレーフ

その他

上記の組織のもとに,新図害鮎建築尖行委員会を中心として,「新図当館建設にむけて」の大目標を掲げ,ただ単
に建築の問題だけではなく,業務,線織,管理等の改誓を'、くめ,あらゆる改革の問題について,図書館員全員をあ
げて研先し,検'Jしてきた。その闇,新図誓鮮建築実行委員会肝Π詑回数は,実に 250回にわたり,その他グノレープ別

,辻議,川門小孝会,合伺グループ会議等の開催回数については,枚挙にいとまがないほどであった。

<2>設計者について

新しい建物を建てる場介,は本没計者の影糾力は,非備に大きいと云える。換丁すれば,建物の良し恕しは,実に
某本設司'者いかんにもよると云えるしたがっ,て基木設計者の人選については,図書館自休が利趣劉内に意見を反映
する必要があると判断した。

某本没'Ⅱ'者の選定条・件として,①1叫書館の設計の専門家であること②利用者の動以,図脊館の業務につぃて理解
があること③剣造的能力に秀れていること④フレキシプルな性柘の持士であること⑤建築学会賞等の受賀岩
で,秀れた業鞁をもっていること等が考えられる。こういった線で,先ず基本設計者を選定したのであった。
共施設計については,富家建築事務所があたるが,基本設計の桃恕,遡旨等を充分に理解してもらう必要があり,
伺等にまた基本設計者にも,実施設計は勿論,完工に至るまで,何らかの形で参加してもらう必要があった。1オこが
つて,暴本設計は,基本設計者が主体となり,実施設計は,富家建築耶務所が主体となるが,くさび型に,相亙関ぢ
のかたちで作業を進め,相互にチェックをし,速絡を谿にし,1'本設計者と尖施設計者との相互協力のかたちで,新
図書館の建設に若于したのであった。



<3>正面玄関について

当時,同志社理事長は,新図ぎ鯨の北側の線は,明従喰劇こ揃え,南側を正式な玄関としたい意向であっナこ。一方,
大学側は,学生の到庁尿からいって,当然,北側を正面玄関としたい意向であり,両者の意見が,くいちがって,相当
難行したことがあった。位智的にみても,烏丸今1"川角地付近で,一番眼にっきやすい場所にあり,いわば,「同志
社大学の顔」にも相当するということで,四方,どこからみても,正而のようなデザイン,意匠が,ほどこされてい
るところに,この図書館の外観上の大きな特ちょうがあると,思う。

<4>書庫について

基本設計の業案では,書庫は下層(半地階および地貼)に2j西,ト.層(3階)に 1層を設け,この問に資料群と関
係の深い1階.2階の諸室をはさみこむことにより,資料群とこれを利用する室群との関係を断而的に密接にするこ
とを意図し,変形サンドイッチ方式がとられた。しかも,最下屑の書庫は,エレコンバ'ツク方式が想ルされてい九0
特に,図書館側が、懸念を感じたのは,害庫を地階にもってくることによって.湿気,水もれなどの危険がないか
ということであった。現に,会館の地下は,地平面より 3.2伽の深さで,地下の下に防護壁を設けて,防水を施して
いるが,過去,集中豪雨の際,地下コンクリートの害明1目から紗B0伽の浸水があり,排水ポンプも学内にあるが,停
電の場合は,作動しなかったときいていたからである。

したがって,設計者内部で,技術的に完全に保証.できるまで,種々の観点から検討され,地平面よりの深さ等をも
併せて使重に配慮されナこときいている。

また,エレコンバ,ツク方式にっいては,現状の機械虞備では,エレコンバック式沓架が開閉するまでに相当な時朋
がかかる弱点もあり,種々検討し九結果,見あわせることとなっナこ。

しかし,書庫がサンドイッチ方式になっていることは,この図書館のユニークな点であろう。また,上層の書庫中
の北西部分は,将来朋架開覧方式を導入することもできるように階高を他の書庫部分よりも局く考慮されている0

<5>開架閲覧室について

文部名管理刷教育施設部大学図当館施設計画製項によれぱ,「関覧者が,図書館資料をできるだけ利用しやすくす
るナこて前からは朋架形式が望ましい。図書館利用をおっくうにさせるという原因のひとっは,閉架である九めに,直
接,資料の内容を知ることができず,また借出手続がめんどうで時間がかかるということにある'打実開架形式を採
用したために図書館利用者が激増したという例が多い。しかし,幽覧者の数が非常に多い場合には,開架形式は,管
理上の困難さを増すので,その採用にも限度があり,学部学生を対象とする場合,開架冊数の鞄囲は5万冊以内と考
えられる。」とあるが,これにもとずいて,新図書館では,開架閲覧宅に主要なスヘースが割り汽てられており,関
書の収容力も最大限5万冊となっている。

<6>基本設計案の縮少について

新図書館の建設地が,第一種風致地区で美観地区でもあり,御所の北仙Ⅱこ面していることもあって,高さについて
の厳しい佑邨艮があっナこことと,建設予算的にも最終段階で,大きな制約があったこと等により,数回にわたって当初
の基本設計案を変更して,企般的に縮少せざるをえなかった。しかし,県本設計にもられている趣阜,内容は,たと
え,縮少されても,あくまでもつらぬいたのであっ九。

その結果,当初,基本設計案では,地上4階,地下2階であったが,4階部分を企部削除し,次いで3階部分を企
部未仕上げとした。 4階には,情報管理室も予定されていて,検索用コンピューター等によって情報管理機能の能率
化,高度化をはかることが考えられ,大学図書鯨相互問の協力を進めるために,テレ"クスなどのコミュニケーシ,
ン設備をもつことが考えられていたが,いずれも,やむをえざる弓討青で,みあわせるこ巴となった。しかし,将来の
ことを考えて,2階のAV宅付近には,コンピューター用の配線,配管がされており,心要に応じて,コンピュータ
一等の本体を配mすれば,作用しうるように配態されている

以上,斬図書館建設にいたるまでの幾つかの嘔仙について述べてきたが,その制,いうにいわれぬ幾多の凶雌があ
つ九が,それを乗り越えて,「幻の図書食齡といわれ九ものが「実在の図書飢U として,立派に建'及され九ことは,
学生諸君,敏職員各位の暖かきご戈援,ご協力の鵬物であるとともに,「見えざる御手による神の導き」によるもの
と確信するものである。

あとがき
'びぷりおて力、 15号をお"1けします。

多くの方々のご支援,ご努力によって新しい岐袋が出来ました。斬しい泗がこれからの課匙となるでしょう。ご鞁

捷をお願いする次第です。カットも再び住谷先生のお手をわずらわせました。ありがとうございまし九。

なお本'は「同志社大学図書館の歴史」等継続記打は休枝しましナこ。

"びぶりおて力ゞ'
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